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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月18日(2008.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つの腎動脈に局所的に投与されるように処方されている、ナトリウム排泄増
加性ペプチドを含有する組成物。
【請求項２】
前記ナトリウム排泄増加性ペプチドが、前記患者の両腎動脈に局所的に送達されるように
処方されている、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記両腎動脈への局所的送達が同時に起こる、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
前記患者が、うっ血性心不全、呼吸困難、高い肺毛細血管楔入圧、慢性腎機能不全、急性
腎不全、心腎の症候群、および糖尿病からなる群より選択される、少なくとも１つの状態
を発症する危険がある、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
前記患者が、うっ血性心不全、呼吸困難、高い肺毛細血管楔入圧、慢性腎機能不全、急性
腎不全、心腎の症候群、および糖尿病からなる群より選択される、少なくとも１つの状態
に罹患している、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
前記ペプチドが、低血圧を含む全身性副作用の危険を低下させるように選択された条件下
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で投与される、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
前記ペプチドが、薬物または薬学的組成物の形態で送達されるように処方されている、請
求項１に記載の組成物。
【請求項８】
前記薬物が、約１～５ｍｃｇ／ｋｇの投薬量でボーラス形態にて送達されるように処方さ
れている、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
前記薬物が、約０．００５～０．０５ｍｃｇ／ｋｇ／分の投薬量での連続投与を介して送
達されるように処方されている、請求項７に記載の組成物。
【請求項１０】
前記薬物が、約０．００５～０．０５ｍｃｇ／ｋｇ／分の投薬量での連続投与と組み合わ
せて、約１～５ｍｃｇ／ｋｇの投薬量でのボーラス形態を介して送達されるように処方さ
れている、請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
前記ナトリウム排泄増加性ペプチドが、ＢＮＰ、ＡＮＰおよびＣＮＰからなる群より選択
される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
システムであって、以下：
　少なくとも１つの送達ポートが少なくとも１つの腎動脈に配置されるように、大動脈を
介して配置されるように構成されている脈管内カテーテル；および
　該脈管内カテーテルを介して、該少なくとも１つの腎動脈に活性物質を送達するための
手段、を備え、
　ここで、該カテーテルは、該カテーテルが該大動脈に配置されかつ該送達ポートが該少
なくとも１つの腎動脈に配置される場合に、患者の動きから生じる張力または圧縮に適応
する、伸展領域を備える、
システム。
【請求項１３】
前記伸展領域が、直線状でなく、そしてコイル構造、蛇行構造、またはジグザグ構造を備
える、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
前記伸展領域が、隣接する領域よりも低い剛性を有し、前記大動脈への配置の後、該伸展
領域のたるみを許容する、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
請求項１４に記載のシステムであって、
　前記伸展領域をまっすぐにするための、前記カテーテルの管腔内に配置されたスタイレ
ットであって、該スタイレットを用いてまっすぐにしたままで、前記大動脈を通して該カ
テーテルが進められ得る、スタイレット、
を備え、該伸展領域が、該伸展領域からの該スタイレットの引き抜きが、該伸展領域が非
直線状構造をとることを可能にするように構成されている、システム。
【請求項１６】
前記活性物質が、ナトリウム排泄増加性ペプチドを含有する、請求項１５に記載のシステ
ム。
【請求項１７】
前記ナトリウム排泄増加性ペプチドが、ＢＮＰ、ＡＮＰおよびＣＮＰからなる群より選択
される請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
前記ナトリウム排泄増加性ペプチドを、約１～５ｍｃｇ／ｋｇの投薬量にてボーラス形態
で送達するように構成されている、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１９】
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前記ナトリウム排泄増加性ペプチドを、約０．００５～０．０５ｍｃｇ／ｋｇ／分の投薬
量での連続投与を介して送達するように構成されている、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
前記薬物を、約０．００５～０．０５ｍｃｇ／ｋｇ／分の投薬量での連続投与と組み合わ
せて、約１～５ｍｃｇ／ｋｇの投薬量でのボーラス形態を介して送達するように構成され
ている、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２１】
腎薬物送達用カテーテルであって、該カテーテルは、以下：
　カテーテル本体であって、近位端、遠位端、および該カテーテル本体を貫く薬物送達用
管腔を有する、カテーテル本体；ならびに
　該薬物送達用管腔へ薬物を送達するように適合された、該近位端上のハブ、
を備え、
　ここで、該カテーテル本体の該遠位端は、該カテーテル本体が隣接する大動脈に配置さ
れる場合に腎動脈に入るように適合されており；そして
　該カテーテル本体の一部分は、伸展性であり、そして該カテーテル本体が大動脈にあり
かつ該遠位端が腎動脈にある場合に、患者の動きから生じる張力または圧縮に適応するよ
うに、構成されている、
腎薬物送達用カテーテル。
【請求項２２】
前記部分が、直線状でなく、そして長さにわたって、コイル状、蛇行状、またはジグザグ
状の幾何学的構造を有する、請求項２１に記載の腎薬物送達用カテーテル。
【請求項２３】
前記伸展部分が、前記カテーテルの隣接する領域よりも低い剛性を有し、その結果、該伸
展領域がたるんで、配置後の張りおよび伸長に適応するようにゆるく配置され得る、請求
項２１に記載の腎薬物送達用カテーテル。
【請求項２４】
スタイレットをさらに備え、該スタイレットは、送達の間に前記伸展部分をまっすぐにす
るために管腔に配置され得る、請求項２１に記載の腎薬物送達用カテーテル。
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